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胸腔鏡補助下食逍切除術を施行 し た 食道類基底細胞癌の 1 例
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要 旨

症例は 70 歳， 男性． 検診にて上部消化管内視鏡施行， 門歯列より約 32cm 左墜に 0 - II a あり，
ル ゴ ー ルにて不 染と な る． 生検にて低 分 化 扁 平 上 皮 癌 の診 断であった． 胸 部中 部 食 道 癌
Tlb NOMO S tage I の診断にて胸腔鏡補助下食道切除術， 残 胃 全摘出術， 胸骨後経路による大
腸買換術を施行した． 病理組織診断では粘膜 固有層， 粘膜下層に病巣の主座があり食道類基底
細胞癌と診断された． 術後経過は良 好にて退院となった． 術後 4 年 1 ヶ 月 無再 発であったが他
病死した． 食道類甚底扁平上皮癌は比較的稀 な 疾患である． 粘膜下に病巣の主座を岡き正常粘
膜に覆 われていることが多く， 術前診断が困難な ことが多いと言 われている． ま た， 通常の扁
平上皮癌と比べ脈管侵襲が高度で予後は不 良であると言 われている． 今 回我 々 は， 術前検杏で
は低分化扁平上皮癌と診断され， 胸腔鏡下食道切除術を施行し， 切 除標本の病理組織診断にて
食道類基底細胞癌と診断された症例を経験したので報告する．

キ ー ワ ー ド ： 食道類基底細胞癌， 食道類基底扁平上皮癌， 胸腔鏡補助下食道切除術

は じ め に

食 道 類 甚 底 細 胞 癌 は食 道 癌取 り 扱 い 規 約（ 第
1 1 版 2 0 1 5 年） で は， 組織型分類で上 皮性悪性
腫 瘍 に 屈 し， 扁 平上 皮 癌 と は別 に分類されて いる I) _

H 本食道学会の 201 1 年 の 集 計 に よ る と ， 生検例
の 0.5%， 切除例 の 2.0% と 報告されて いる比較的
稀 な 疾患で あ る 立 病 巣 の 主座を粘膜下 に 置 き 正
常粘膜 に 覆 われて いる こ と が 多 い た め に ， 術前診

断 が 困 難 な こ と が 多 い と 言 わ れ て い る 3) 4) ． また ，

通常の食道癌 と 比べ予後不良 と されるが， 早 期 で

あ れば通常型扁平上皮癌 と 生存率 に 差 は な く ， 長
期生存する症例 の 報告 も 散見 さ れる 立 今 回 我 々

は， 術前検査 で は 低 分 化 扁 平 上 皮 癌 と 診 断さ れ，

胸腔鏡下食道切除術を施行 し ， 切除標本の病理組
織診断に て 食道類基底細胞癌 と 診断され た 症例を
経験 し た の で報告する．
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症 例

症例 ： 70 歳， 男性 主訴は特 に な し ．

家族歴 ： 妻， 長 男 が 筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー ．

既往歴 ： 25 歳 時 に 胃 潰瘍 に て 胃 切 除 術 を 施 行

し て い る ． ま た ， 慢 性 C 型肝 炎 に て 加療 中 で あ

っ た

現 病 歴 ： 慢 性 C 型 肝 炎 に て 当 院 内 科 通 院 中 ，

定 期 検 査 に て 上 部消 化 管 内 視鏡施行 し た と こ ろ ，

胸 部 中 部食道 に 頂 部 が 発赤調で粘膜 下腫瘍様の病

変 あ り 頂部 よ り 生検 す る も 軽度 異型 は あ る も の

の ， 癌 は 否定 さ れ た ． 1 年 4 ヶ 月 後 に 再度 上 部消

化 管 内 視 鏡 施 行． 前 回 指 摘 さ れ た 病 変 が 0- II a 

病変 と な り ， ル ゴ ー ル に て 不 染 と な っ た ． 生検 に

て 低 分化扁平上皮癌 と 診断 さ れ， 手 術 目 的 に 当 科

入 院 と な っ た ．

入院時現症 ： 身 長 174 .6cm, 体重 69. 5kg, 血圧

108/74 mmHg, 脈 拍 64 回 ／ 分， 体 温 36 .6℃， 貧

血黄疸な し， 腹 部 は平坦軟．

入院時検査所見 ： RBC 4 21 X 104 /u l ,  Hb 9.4 g/ 

d i ,  Ht 3 1 . 1% ,  P i t  20. 7 X 104 /u l ,  MCV 73 .9 f l ,  

MCH 22. 3pg,  MCHC 30. 2g/d l ,  WBC 5600u l ,  

CRP Omg/d l ,  T-B i l  0 .4mg/d l ,  D - B i l  0. 2mg/dl ,  

GOT 27  IU/ 1 ,  GPT 25  IU/ 1 ,  ALP  2 1 3  I U / 1 ,  

LOH 152  IU/ 1 ,  y -GTP 21 IU/ 1 ,  Amy 59 IU/ 1 ,  

BUN 38.Smg/d l ,  Cre  l . 2mg/dl ,  Na 1 4 l mEq/ l ,  K 

4 . Sm E q / 1 ,  C l  1 08 m E q / l ,  T P  7 . 4 g/ d l ,  B S  

89mg/ d l ,  P T  1 3 . 8  t少 ， 93 % , P T -I N R  1 . 05 ,  

図 l 術前 1消．部消化管内視鋭
0 - II a 様の 発赤扁 平隆起 あ り ， 粘膜面は粗造でル ゴ ー ル に て 不染 と な る ． 生検 に て 低 分化扁 平 上皮癌 と 診新 さ れ た ．

図 2 肉眼摘出標本
胸 部 中 部食道に 1 8 X l 5mm 大の 0 - U a あ り



渡邊他：胸腔鋭 補助 下 食道 切除術を施行 した 食道類桔底細胞癌の 1 例 39 

AP TT 29.3 禾少 ， CE A 2.3ng/ml, SCC l .4ng/m l 

であり ， 軽度の貧 血 と軽度の腎機能障害を認めた ．
胸 部 X-p : 心肺骨 格 系に異 常 なし ．
上部消化管造影 ： 病 変を描出でき ず．
上部消化管 内視鏡 ： 門 歯列 より 約 32cm 左壁に

0 - II a 様 の発赤 扁 平 隆 起 あり ， 粘膜 面 は粗造 でル

ゴ ールにて不染 となっ た ． 生検にて低 分 化 扁 平 上

皮癌， 深達度は SM の診断 であっ た（ 図 1 ).

手術 ： 胸 部中部 食道 癌 T l bNOMO Stage I （ 食

道癌取 り 扱 い規約第 9 版） の診断にて胸 腔 鏡補助

下 食 道 切 除 術 施 行 ． 腹部操作 は開 腹にて残 胃 全摘
出術， 胸 骨 後 経 路によ る大 腸 置 換 術を施 行し た
（ 図 2 ).

病理組織診断 ： Mt , 0 - Ila, pT l b  (sm2) NOMO 
µ Stage I ,  I N Fb,  ie ( +), ly O , vO , µIMO, pDM 
( -), pPM ( -), pEM（ 一）， 根 治度 A であっ た ．

粘 膜 固 有 層 から粘膜下層に， 大小 の胞巣を形成す
る腫瘍 の浸潤を認めた 大型 の胞巣を構成する細

胞 は核小体が目 立 つ小胞性 の核 と， 淡好酸性 の細

胞質を持 ち 充実 性に増生 し て おり ， 食道類基底細
胞癌 と診断された ． 病 変 の中心 部 では表 層 上皮 は

脱落 し 潰瘍 化 し ていた （ 図 3 ).

免 疫 染 色 ： CK7 では腫 瘍 内に巻 き 込 まれた 非
腫瘍 性 の導管 以 外にも， 一部 の腫瘍細胞にわ ず か

に陽性像が認められ る． CK 14 では粘 膜 下 層 の腫
瘍 胞 巣 辺 縁 部を主 体に一 部 陽 性 像を認めた ． a -

a )  

SM A では腫 瘍細胞には陰 性 であった ． IV 型 コ ラ
ー ゲ ン では腫瘍胞 巣 内や居l 囲に認められた 好酸 性
無構造物質に陽 性 となり ， 基底膜物 質 と考 え られ
た ． p53 では粘 膜 下 層に浸開する腫瘍胞巣には強

陽性， 上皮 内癌成 分 ではほぼ陰 性 であった ．

経 過

術 後 経過 は良 好にて第 20 病 日に退院 となっ た
退 院 後 は当 科 外来を通 院 し て お り 無 再 発 で経過 し

ていた が， 術 後 4 年 1 ヶ 月に肺 炎を発症 し 他 病死
し た

考 察

食道類基底細胞癌 は比較的 希 な疾患 である． 病
巣 の主座を粘膜下に置 き 正常粘膜に覆 われている
こ とが多 く ， 術 前 診断 が困 難 なこ とが多 い3) 4) . 

本症例 も術前 検 査 では低 分 化 扁 平 上 皮 癌 と診晰さ

れ， 胸 腔 鏡補助 下 食 道 切 除 術を施 行し ， 切 除 標 本
の組織診にて食 道 類基底細胞癌 と診断された ．

治療 とし て早 期 の症例 では内視鏡的 切 除が行わ

れた り 6) - 8) ， 症例 の進 行度に合 わ せ て術 前 化 学療

法， 放 射 線療 法 や 手 術 が行われ ている9) - 1 3) ． 転
移 巣に対 し ても梢極 的 な切 除や放射線治療を施 行
されている報告 も ある1 4 ) - 1 7 ) ． 現在 ではか なり 症

b )  

図 3 切除標本(H E)
a) 粘膜固有層， 粘膜下層に病 巣の 主座が あ り ， 大小の胞巣を形成する腫瘍の浸潤を認める． 病 変の中 心部では表！屈 上

皮 は脱落， 沿瘍化 し ている．

b) 基底膜の凝 躾像 ．
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例報告 も 多 く なり ， 通常の扁平上皮癌 に 準 じ て 治
療 さ れ て い る こ と が 多 く なっ て き て い る ． 今 回

我 々 が 経験 し た 様 な粘膜下腫瘍様の早期癌で あ れ

ば， 手術療法 が適応 と 思 わ れ， 特 に 胸腔鏡補助下

食道切除術 の 良 い適応で あ る と 思 わ れ る ．

本症例の病理所 見 で は ， 明 瞭 な角 化 が無い 未分

化癌で， 基底膜様物質 が 顕著で， 腺腔 と 筋上皮細
胞 が 介在 し て い る ． 粘膜固有層， 粘膜下層 に 主座

が あ り ， 甚底細胞物質 の 産 生 が H 立つ こ と から癌

細胞の大部分は甚底細胞の性格 を 有す る ． 一方で，
辺縁部 に 上皮 内癌成分が確認 さ れ る こ と から， 上
皮 内 に 発生 し た 腫瘍 が 粘 膜下層 に 浸潤 し た も の と

考 え る と の 診断で あ っ た ．

食道 に お い て 上皮 内 に 発生 し 粘膜下層へ浸潤す
る 腫瘍の 一部 に ， 基底細胞へ の 分化 が H 立つ も の
が あ り 食道類甚底細胞癌 に 相 当 す る と 思 わ れ る ．

食道類基底細胞癌の 一部 に 腺上皮の分化 を 示す こ

と は稀 で は なく ， 本例 で は腺上皮へ の 分化 を 示す
成分は ご く 少量で， 多 く は 基底細胞へ の 分化 を 示

す こ と から腺扁平上皮癌は否定 的 と 判 断 さ れ， 食

道類基底細胞癌の 診断 と なっ た 18) - 20) .

予後 は通常の食道癌 と 比べ脈管侵襲 が 高度で不
良 と さ れ る 見 吉岡ら の 報告 で は Stage III の症例
で は 1 年生存率では大 き な差 は みられ なか っ た も
の の ， 食道類甚底細胞癌で は長期生存 を え た 症例
は存在せ ず， Stage N で は 1 年生存率で も 全国食
道 が ん 調 在 に 比 べ て低 く ， 長 期 生存例 も 存 在 し な
か っ た ． そ の 一方 で Stage O , I ,  II A ,  II B の 食

道類基底細胞癌で は ， 長 期 生存が えられた症例 も
多 数存 在 し て お り ， 生存率 は 全 国 が ん 登 録調 査 と
大 き な差 は みられ なか っ た と 報告 さ れて い る 立 本
症例 も 術後 4 年 1 ヶ 月 無再発で経過 し て い た ． 更
に 長 期 の 無再発生存 を 期待 さ れ た が ， 肺炎 に よ り
他病死 し た ．

結 語

稀 な食道類基底細胞癌の 手術症例 を 経験 し た ．
本症例 は術後 4 年 1 ヶ 月 無再発で経過 し ， 肺炎に
て 亡 く なっ た ． 病 期 は Stage I で あ り ， 他病死 し
て い なけ れ ば長期生存 も 期待で き た 症例 と 思われ

る ． 今後 も 更 なる 病態解明 の た め症例 の 集 積 が 必
要 と 思 われ る ．

謝辞， 学会発表等の 旨 ：
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